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○　会　議　の　経　過　（３日目）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分

○議長（坪根秀介君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。傍聴の方もよろしくお願いします。一礼して御着席願います。礼。
　本日は、友枝小学校６年生、１７名の皆さんが社会科授業の一環として、議会運営の仕組みを勉強のため、議会傍聴の申し出がありましたので、上毛町議会傍聴規則第７条第４項により、これを許可しています。

　児童の皆さん、本日は議会見学大変ありがとうございます。この議場では皆さんより少しだけ先輩である議会議員と役場の代表がいろんなアイデアを出して、よそに負けないようなすばらしい町にするために議論をするところです。将来必ず胸を張れるような町にしますので、皆さんも夢や目標に向かって、しっかり頑張ってくださいね。

　それでは始めます。

　ただいまの出席議員は全員です。
　これから本日の会議を開きます。

　本日の会議に、議会広報特別委員会委員長よりカメラ撮影の申し出があり、これを許可していますので報告します。
　本日の議事日程はお手元に配付しておりますので、御確認ください。
───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第１、諸般の報告を行います。

　本日の会議では、１２月６日の本会議で、各常任委員会に審査を付託した案件について、各常任委員長に審査状況の報告を願います。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。

　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程の順は配付した資料と異なりますが、御了解ください。

　各委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長あてに提出されておりますので、運営資料中に写しをお配りしております。

　委員長報告終了後の討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了解ください。

　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員としては、お手元に配付した各氏の出席を認め、会議に出席いただいております。

　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）これより、各常任委員長から委員会に付託した案件の審査状況の報告を受けます。なお、さきに申し上げましたが、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程は変更になります。

　討論、採決は日程の順に従って行いますので、御了解ください。

───────────────────────────────

○議長（坪根秀介君）日程第３、議案第４７号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、日程第４、議案第４８号　上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、日程第５、議案第４９号　上毛町立小・中学校設置条例の一部を改正する条例について、日程第８、議案第５２号　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第４号）[所管分]、日程第９、議案第５３号　平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算(第１号）、日程第
１２、発議第４号　健全な国民健康保険制度の構築を求める意見書（案）、以上６件を
議題とします。

　文教厚生委員長の報告を求めます。
　三田委員長。

○文教厚生委員長（三田敏和君）皆さん、おはようございます。文教厚生常任委員会から報告をいたします。
　当委員会は、１２月１２日、議会中小会議室において、文教厚生常任委員全員と町長以下、執行部の出席をもって午前８時５６分開会、９時５６分に閉会されました。
　当委員会に付託された案件は、町長から提出された条例案３件、予算案２件と議員から提出された発議１件の計６件です。
　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定しましたので、議会規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。

　議案第４７号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給の条例の一部を改正する条例について、最初に健康福祉課長に説明を求めました。

　児童扶養手当法の一部改正に伴う当該条例中の文言等の引用についての改正を行うもので、現行のひとり親支給関係に何らの影響を及ぼすものではないとの説明でした。
　質疑なし。

　討論なし。

　採決、全会一致で可決することに決しました。

　議案第４８号　上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、最初に健康福祉課長に説明を求めました。

　障害者自立支援法の一部改正に伴う当該条例の引用部分の改正を行うもので、現行の重度障害者医療費の支給関係に何らの影響を及ぼすものではないとの説明でした。

　質疑なし。

　討論なし。

　採決、全会一致で可決することに決しました。

　議案第４９号　上毛町立小・中学校設置条例の一部を改正する条例について、最初に教務課長に説明を求めました。

　中学校の校名を上毛町立築上東中学校から上毛町立上毛中学校へ変更することによる所要の改正、平成２４年４月１日から施行するものですとの説明でした。

　質疑なし。

　討論なし。

　採決、起立多数で可決することに決しました。

　議案第５２号　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第４号）[所管分]について、最初に総務課長に総括の説明を求めました。

　歳入歳出の総額にそれぞれ２,６５９万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を４９億８,０７３万９,０００円とするとの説明でした。

　総括説明による質疑はなし。

　続いて、担当課長の説明を求めました。

　住民課長。住民課では児童福祉費として平成２２年度税制改正変更による保育料システム改修委託費５２万５,０００円、環境衛生費では環境審議会委員の報酬及び土壌調査委託料としてダイオキシン調査５回分、基準を超えた場合の再調査２回分を含め１６３万９,０００円、住宅管理費の工事請負費では、新池団地屋根外壁ふきかえ工事費追加４５０万円です。
　健康福祉課長。債務負担行為補正として健康管理システムリース料９８０万円、特定健診、がん検診、予防接種、母子手帳、妊婦健診、乳幼児健診等の申し込み受け付け対象者の把握、受診状況、個別経年データを出生から成人に至るまで生涯の町民の健康情報を一元化するシステムにより、予防接種、検診の効果的受診勧奨、生活習慣病の予防管理、重度化予防対策に保健指導として効果的にアプローチできる。

　民生費の国民健康保険特別会計繰出金で国保加入者の出産育児一時金支払い予定者増による追加３７０万円。
　介護予防費、社協に委託している配食サービスで、個別食増による不足見込み額１６０万４,０００円。

　障害者福祉費では、就労支援の障害者サービス等の利用増の扶助費として、１,１０８万８,０００円です。

　教務課長。中学校管理費の東中の校名の変更に伴い、消耗品として各部活ユニホーム、冬夏制服の刺しゅう、備品として校旗、生徒会旗、体育館校章、校名板、校歌、校訓額、校印等含め４９８万３,０００円。給食室の冷凍庫、１５年を経過しているので故障による購入費７２万７,０００円です。

　質疑、配食サービスの関係ですが、毎年見直しはやっていますか。

　答弁、今年度より毎年見直す予定です。現在も認定の段階で、その人の状態に応じて短期間限定的に支給月を定め、その後、継続が必要なのかどうか、職員が再度調査します。原則的には、随時調査をしながら支給について実施をしています。
　質疑、回復している人がいると思われる。こまめに調査をして回数などをアドバイスする必要があるのではないか。

　答弁、配食サービスがふえている。お手軽感で利用すると今後必要な人に配食することに困難が生じることがあります。しっかり実施していきます。

　質疑、自立支援医療給付ですが、対象者が町内に何人で、１人当たりどれぐらい給付していますか。

　答弁、一人一人のサービスの対応が違うので金額面はわかりません。対象者ですが、介護で何らかのサービスを受けている人が４９名、身体的に施設に入所している方が２４名、訓練給付として村のパン屋さん、きのこ苑など就労施設に通所している方が３８名います。

　質疑、土壌調査でダイオキシンの検査ですが、２社でないとしっかりしたものが出ないのではないか。

　答弁、調査は１社です。国の指定を受けている業者で選定しているので間違いないと思います。

　質疑、清掃施設組合から焼却灰を上毛町に搬入しているが、その検査業者と同じか。

　答弁、その業者と違います。

　質疑、校名変更に伴ってユニホームの予算がある。それぞれのクラブに横断幕がある、変更の予算は入っているか。

　答弁、各部活で保護者の方がつくったものは、今回学校の要望には入っていません。
　質疑、保護者がつくったものは保護者が出せと言うのか。校名が変更になったのだから、それも調べて予算に含めるべきではないか。

　答弁、今回学校のほうで上げてもらったのがこの金額です。応援旗等は今回把握していません。当然学校と調整になりますが、必要がある部分については可能な限り見ていけるように努力します。

　質疑、校旗等非常に高いが、何社か見積もりをしているか。

　答弁、予算段階なので現在見積もりは１社です。

　質疑、当然見積もりをさせる気持ちはあるのか。

　答弁、金額が金額なので、財務規則にのっとった契約方式をとります。

　討論なし。

　採決、全会一致で可決することに決しました。

　議案第５３号　平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号)について、最初に健康福祉課長に説明を求めました。
　歳入歳出の総額にそれぞれ５４１万７,０００円を追加し、歳入歳出総額９億９,３５９万１,０００円となる。国民健康保険証のカード化に伴う予算６８万１,０００円、出産育児一時金として対象者の増が見込まれて４２０万、葬祭が昨年大きく上回っているので２１０万を計上との説明でした。
　質疑なし。

　討論なし。

　採決、全会一致で可決することに決しました。

　発議第４号　健全な国民健康保険制度の構築を求める意見書（案）について、最初に提出者に補足説明を求めました。

　この意見書は、朝倉郡筑前町の議会で採択し、県議会を通じて各議会に要請があったものですとの説明でした。

　質疑、この意見書は問題ありませんが、もう一方で国保の広域化の問題があります。町も国保の負担を軽減するために繰り出しています。広域化されるとそこが削られて国保加入者の負担がさらに多くなると予測されている。広域化の問題を提出者はどのように考えているか。

　答弁、どこも医療費が膨らんでいます。が、今すぐそういうことにはならないのではないかと思っている。

　討論、なし。

　採決、全会一致で採択することに決しました。
　以上、文教厚生常任委員会からの報告です。

○議長（坪根秀介君）文教厚生常任委員長の報告が終わりました。

　これから、文教厚生常任委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑ありませんか。亀頭議員。

○議員（亀頭寿太郎君）議案４９号の校名の変更でございますが、学校教育法の施行令の２６条に県の教育委員会に届け出とあります。その届け出に対して受理されたことは文書でもってあったのか、あるいは口頭でもって回答があったのか、審査の中でもってどのようなことでしたか。お尋ねします。
○議長（坪根秀介君）三田委員長。

○文教厚生委員長（三田敏和君）その件については質疑、報告はありませんでした。

○議員（亀頭寿太郎君）以上です。

○議長（坪根秀介君）ほかにございませんか。

（｢質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで質疑を終わります。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第２、議案第４６号　上毛町税条例等の一部を改正する条例について、日程第６、議案第５０号　上毛町西友枝体験交流センター条例の制定について、日程第７、議案第５１号　定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定について、日程第８、議案第５２号　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第４号）[所管分]、日程第１０、議案第５４号　平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算(第２号）、日程第１１、議案第５５号　平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算(第２号）、日程第１３、発議第５号　原子力発電からの脱却に関する意見書(案）、以上７件を議題とします。

　総務産業建設常任委員長の報告を求めます。

　安元委員長。

○総務産業建設委員長（安元慶彦君）おはようございます。友枝小学校６年生の皆さん、ようこそ議会傍聴においでくださいました。

　それでは、総務産業建設常任委員会から報告をいたします。

　当委員会は、１２月１３日、議会中小会議室において、総務産業建設常任委員全員と町長以下、執行部の出席をもって、午前８時５４分開会、午前１０時５０分閉会しました。

　当委員会に付託された案件は、町長提出の条例案２件、予算案３件、その他１件の計６件と、議員から提出の発議１件の合計７件です。

　審査を行いましたので、その経過と結果を会議規則第７７条の規定に基づき報告いたします。

　議案第４６号　上毛町税条例等の一部を改正する条例について、税務課長に説明を求めました。
　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第５０号　上毛町西友枝体験交流センター条例の制定について、総合窓口課長に説明を求めました。
　説明に対する質疑として、指定管理者の現状、手を挙げている方がいらっしゃるか。また、万が一指定管理者がいない状況になった場合の対応、交流センターという組織団体を法人扱いにするのかどうか。

　答弁として、指定管理者については公募をするのではなく、現状のセンターの運営委員会にお願いする予定です。法人にする予定は今のところありません。

　質疑として、運営がままならなくなった場合、運営に係る町の負担というのは、永遠と補助しないといけなくなるのではないか。

　答弁として、運営委員会の最終目的は自立していこうという気持ちであります。ただ、地域の説明会でも赤字のときはどうするかと心配する意見もあります。確かに黒字にもっていくのは相当難しいと思いますが、最悪の場合、一、二年と言いましたが、経常経費的な最小限度の補助をお願いし、寄附金を町内外の方に募り、やっていこうという運営委員会の考えであります。

　質疑として、運営がうまくいかない場合、補助をお願いすると、また、寄附金を募るということでしたが、町長が先般言われた補助は２年で打ち切るという発言もありますし、今の課長の言われた点について、町長の考えはどうですか。

　町長の答弁として、課長の発言は、地域の懇談会での話を含めて、２年後どうするかということも地域で話されたと伺っております。多少の助成の延長については、最大限の努力はするけれども、運営上の最小限の助成はお願いしたいという話でしたが、基本的には自主自立が基本であり、そう求めていきたいと思います。
　ただ、西友枝地区の活性という点、少子高齢化が進行するということを考えると、運営委員会の本来の目的を十分達成できるかということは本当にやってみないとわからないこともあり、懸念はするところではありますが、可能な限り自主的に運営をしていただくことを求めていきたいと思っております。最終的に運営が不可能になったときは、閉鎖するか、別の指定管理者を新たに指定するか、その辺で結論を出したいと考えています。

　質疑として、料金設定ですが、どのような基準でなされたのか。消費税が内税になっているが、一般的に外税で払うことが既に慣習化している中で、町長が言われたように補助しないと言うなら、しないとならないということを考えると、もう少し細かく営利を考えて当初から外税にするのが望ましいのではないか。

　答弁として、料金設定の基準ですが、旧校舎を改修して運営している近隣の類似施設の料金を参考にしながら、田舎でもあり施設の料金を高目にすると来ていただけないので、研修施設として安めに設定しました。宿泊棟についても運営委員会で安過ぎるとのいろいろな協議がありましたが、近隣の宿泊施設の１泊２食分の価格３,８００円、あるいは３,９８０円とも照らし、本来ならもっと高くしたいところですが、どこより安い金額ということで設定しております。
　あと、消費税ですが、外税にしている施設もありましたが、料金の徴収を考える際に切りのいい価格のほうが望ましいということで内税にしております。

　質疑として、安いのは最初は集客力につながるし、いいですが、その施設を半永久的に維持していかなければいけないという側面から言って採算が、安い分、数多く集客をしなくてはならないわけで、こういうことは営業力を問われるということになる。来るのを待つのではなく、積極的に行動が望まれるが、その点はどうか。

　答弁として、現在パンフレットを作製中で、１月中にでき上がり、いろんなところに営業に参りたいと考えております。旅行会社にも口頭ですが、声をかけており、田舎の体験宿泊などは少しずつ多くなっているようで、積極的に営業努力していきたいと考えております。

　質疑として、産業の事業の中で葬祭事業、お葬式の式場に研修室などを使ってもらうことについてはどう認識しているか。

　答弁として、葬儀等で遠方から親戚の方が帰ってきた場合に、宿泊に利用できるのではないかというふうにはしております。

　質疑として、過疎地域など福祉的な意味もあり、葬式に使えないかという声があり、そうした取り組みをしている自治体もだんだんある。昔は家庭や公民館でしていたが、黒字にならなくても、高齢社会であるし、地域の活性化事業から当然やるべきではないかと思う。社会福祉協議会も祭壇を持っていると思うし、そうしたものを利用すればいいと思うがどうか。

　答弁として、運営委員会でも議論になりましたが、結果的に葬祭場として利用の計画はいたしておりません。

　質疑として、地域の人が一番望んでいると思うが、行政としては過疎地域として貢献すべきではないかと思う。そうしたことにも耳を傾けながら取り入れると、無料でもやろうという行政の指導があってしかるべきと思うが、町長の考えはどうか。

　町長の答弁として、運営委員会が運営方法を検討して一定のものを出しましたので、それに準じ、尊重する立場であろうというふうに思っておりますが、今、委員のおっしゃるように、地域の活性化という観点から、そうした過程もあるということを踏まえまして、改めて課長のほうで運営委員会と協議して、何が活性化に資するかということを改めて検討して、それが可能であるということであれば、その方向もあるのではないかと考えます。

　質疑として、収支予算計画書を見たが、合計で４９０万円、その中で人件費１８０万円となっておるが、センターの関係事業にかかわるメンバーの構成はどうなっているか。詳しく事業組織の役員数やそれぞれの業務ごとに携わる人の数などがわかれば教えてもらいたい。

　答弁として、その計画書は各自治会４カ所で、おおむねきのうで説明が終わったわけですが、そのときの資料だと思います。賃金の関係については必要な人数、時間数から積算したもので、日常の維持管理運営に携わる方々の賃金も人件費も上げたところで、時給の単価を基準に人件費は出しております。

　質疑として、単純に日常管理費１日２,０００円と上っているが、そんな金額で１日の管理ができるのかどうか、そういうメンバーは決まっているのかどうか。

　答弁として、本来ならば２,０００円でできるとは思っていませんが、いろいろ計算算する中で、この程度でお願いするしかないだろうということであり、する方もおります。
　質疑として、事業の中で体験学習ですが、地域で手を挙げている人がいると思いますが、たとえば、タケノコやお茶で役割というか、人が決まって、了解が得られているのか。

　答弁として、場所については決まっており、了解はいただいております。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第５１号　定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定について、企画情報課長に説明を求めました。

　説明に対する質疑として、３年ほどたつ定住圏のことで、学校区あたりは拡大解釈的に小・中学校の校区の編成についてですが、自由に行けるようになるような文科省の助言支援があるようですけれども、特に県境などでそうした点はどうなっているか。

　答弁として、校区の編成については、大分県、福岡県のそれぞれの教育委員会の所管の問題となってくるので、高校も同様にその点については、定住自立圏にはなじまないのではないかということで聞いております。

　質疑として、定住圏の協定書の一部変更という議題の中で、今後、この議論をテーブルに、先ほど幼稚園や小学校の学校区について、こちらから中津のほうに提案をしてはどうかということが一点。それから、情報提供という形での協定ですが、その中では双方の利用者自体の優遇措置というものの協定内容はないか。

　答弁として、当初、協定の締結を結ぶときに、学校区の問題で議論がなされ、協定の中には載せないという結論になったというふうに私は理解しており、議題として提案しても同じような結論、回答になるんじゃなかろうかと考えております。利用者の優遇については各市町で考えるようになっております。上毛町では、住みたい上毛町研究会を立ち上げ、空き家等の優遇措置を検討しております。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　続いて、議案第５２号　平成２３年度上毛町一般会計補正予算(第４号）[所管分]、初めに総務課長に総括説明を求めました。

　総括説明に対する質疑として、補正の組み方としてどういうふうに考えておるか。例えば、合併浄化槽の予算が消化され、既にないと聞くが、特に生活に密着した環境衛生上の水洗という部分があるので、補正のあり方の考え方について聞きたい。

　答弁として、合併浄化槽は２１年度から２３年度の３カ年で特別に基数、予算を計上し、推進を図ってまいった期間でありまして、今まで以上底上げもしております。ただ、財政規律というか、住民の皆さんにはそうした言葉も聞きますけれども、計画した予算の範囲で消化したいと考えておりました。太陽光につきましても、まだ先々不透明な要因もあり、今年度は特別な措置をいたしましたが、そうしたことを踏まえて次年度よりの一定の期間、推進期限を設けていこうかとも考えております。浄化槽についても、町の計画的な範囲で取り組むということで御理解をいただきたいと思います。

　質疑として、地方交付税は今回の補正で８月決定の分はこれで終わりか。

　答弁として、今年度の普通交付税ですが、２５億ほど見込んでおり、今回の２,１００万円を充当いたしますと、残りは約１,０００万円弱となっております。

　次に、担当課長より説明を求めました。総務、企画、総合窓口、税務、産業建設の順で説明を行いました。今回、異動職員の諸手当等の人件費の部分は割愛いたしました。

　担当課長の説明後の質疑として、西友枝小学校の備品購入は、当然森林組合のものに限定されていると思うが、どうか。

　答弁として、テーブル、いすについては中古品を含め、いろんなところを見に行き、木造構成に合う木製品がよいということで、恵み工房で地域材を使ったもので計上しました。

　質疑として、議会で議決され、公開される予算書に上がる価格から予定価格、落札価格となるのですが、予算に計上する額は予定価格とは言わないか。

　答弁として、議会に計上するのは予定価格ではなく設計金額であります。
　質疑として、旧校舎で生徒や先生が使っていたいすやテーブル、デスクはどういうふうに処理したのか。使うものもあるのかどうか。

　答弁として、先生や生徒の使用していた机、いすは一定のものを他の小学校に搬出し、使っております。一定数は余っておりますので使用したいと思っており、黒板等も含め、活用できるものは残すようにしておる。

　質疑として、東高校のブロック塀の撤去は、これは地元からの要望度、あるいは警察から行政に通報があったということで、今回のかたちで処理するのか。

　答弁として、これは前回９月議会の委員会で、当委員長より町長に質問があり、交差点での事故が多いということで、今回、交差点部分の塀の撤去をお願いしたところであります。

　質疑として、道路の新設改良費で土地改良事業団体特別賦課金がまだあるのか。これは拒否できないのか。

　答弁として、今までも県の補助事業をとる場合、そういった賦課金があり、拒否した場合と言われても、したことがありませんので答えができませんと。こういうことでございました。
　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　次に、議案第５４号　平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）、建設課長に説明を求めました。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　次に、議題第５５号　平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）、建設課長に説明を求めました。

　質疑、討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　次に、発議第５号　原子力発電からの脱却に関する意見書(案）、提出議員から補足説明がありました。

　本会議の質疑の中で、期限を切って原発ゼロの日本を目指すということで、期限の問題について質問がありましたので、再度この考えを述べます。
　老朽化した発電所は延命をとめ、廃炉、新設は認めない。やむを得ず稼働する場合も安全確認をするために、推進機関を経済産業省ではなく、独立した機関をつくり、安全に運転させるということであります。原子炉の耐用年数が３０年から４０年と言われ、日本にある５４基の原発の半分は５年で３０年を超えます。定期的な検査で認められなければ再稼働できないわけですから、老朽化した原子炉を延命せず、それにかわるエネルギーを日本も早急に構築していかなければならないという意味です。

　質疑として、今日の日本、あるいは九州電力の原発の依存率は何％になるか。

　答弁として、九州電力はわかりませんが、日本全体では２５から３０％ぐらいだと思います。しかし、原発の発電能力からすると、点検もありますし、５４基が全部一度に稼働しているわけではありませんから、実際のところ、需要に対して原子力発電所が占める割合は何％かわかりません。

　質疑として、原子力をなくせば、風力、火力、水力、地熱となるわけですが、日本ではそれもほとんど３０年を過ぎているのがほとんどと思うがどうか。

　答弁として、地熱も九州は阿蘇がありますし、それが何年とかわかりません。ただ、環境省の調査では、日本は島国で海が広いので、洋上風力を使えばものすごいエネルギー源があると言われています。それで今、洋上風力では、基礎を打つために浅いところしかできないらしいが、九大で研究しているのは、海に浮かべて電力のできるものを研究中だというふうに聞いております。
　質疑として、本会議で全国に２億２,０００万キロワットはあると言われたが、これをそういうふうに全部が簡単に使えるのか。

　答弁として、原子力発電所で検査のためにかなりストックしているものもあると思います。火力発電所は豊前にありますが、これも年がら年中使っているわけではないし、各電力会社が予備というか、ピーク時に電力を供給していませんから、そういうときに備えて使っているというふうなのがかなりあると思います。

　質疑として、地熱や風力は一般の家庭や企業に使えるのかどうか。

　答弁として、実際の電力をつくって、九電が送電すればいいですし、そういうシステムは企業でつくるわけですから、世界では地熱や風力で発電しているところがあるわけです。原発の輸出ですが、紛争が起きているところに輸出し、爆弾が落ちれば大変なことで、日本の軽水炉は地震国や砂漠の国には輸出できないと思う。そうした意味で原発というのは非常に危険だと思うわけで、早急にそれにかわるエネルギーを開発しないと大変なことというふうに思っている。

　質疑として、地熱や風力になったら、我々は簡単に使えるかどうか。

　答弁として、電力会社の詳しいシステムはわかりませんが、対応できると思います。

　質疑として、数字の上では全国で賄えるというのはわかりますが、山や海のほうから地熱や風力で発電した電力を送電線で簡単に送れるかという質問です。

　答弁として、現実にやっている国や地域があるわけですから。理解していただきたいのは、このままにしておけば原発は稼働しなくなる。そうした事態に供給できる体制にして、それにかわるエネルギーを早急につくらなければいけないということです。原発に注ぎ込んだ費用を自然エネルギーにかえるということです。

　質疑として、地熱発電も視察したとおり、日本の地熱発電のシェアは０.３パーセントあたりでした。そこで、日本ほど地熱発電のできる国はほかにないが、なぜできないかということは研修で御存じのことと思う。私は原子力発電により一層科学技術を注ぎ、これにかなり重点を置いていかないと日本の国の将来の経済の発展はないと思う。太陽熱や火力などもありますが、それが実現するにはかなりの時間もかかる。そうしたことに伴い、科学の進歩が当然あると思うので、提案者の趣旨には賛同できないところです。

　答弁として、科学の進歩について言われたが、ウランを使って放射能を出す、しかし、その放射能をなくする技術はない。なくす方法があれば人類に対して物すごく貢献するだろうと思いますが、現時点では放射能を処理する技術はない以上は、発電施設として問題があると言っておると。

　討論なし。

　採決の結果、起立少数で不採択となりました。

　以上で、総務産業建設常任委員会の報告を終わります。

○議長（坪根秀介君）総務産業建設常任委員長の報告が終わりました。

　これから、総務産業建設常任委員長の報告に対する質疑を行います。

　質疑はありませんか。

（｢質疑なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。

　日程第２、議案第４６号　上毛町税務条例等の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論ありませんか。茂呂委員。

○委員（茂呂孝志君）私は、議案第４６号は反対の立場から討論いたします。
　納税者に対して刑事罰の強化をするようになっていますので、この議案に反対いたします。

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。ほかにありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第４６号　上毛町税条例等の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第３、議案第４７号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。

　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第４７号　上毛町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第４、議案第４８号　上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第４８号　上毛町重度障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第５、議案第４９号　上毛町立小・中学校設置条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（起立多数）

○議長（坪根秀介君）起立多数。よって、議案第４９号　上毛町立小・中学校設置条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第６、議案第５０号　上毛町西友枝体験交流センター条例の制定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第５０号　上毛町西友枝体験交流センター条例の制定については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第７、議案第５１号　定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第５１号　定住自立圏の形成に関する協定の一部を変更する協定については、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第８、議案第５２号　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第４号）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する各委員長の報告は原案可決であります。本案を各委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第５２号　平成２３年度上毛町一般会計補正予算（第４号）は原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第９、議案第５３号　平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第５３号　平成２３年度上毛町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１０、議案第５４号　平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第５４号　平成２３年度上毛町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１１、議案第５５号　平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、議案第５５号　平成２３年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決することに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１２、発議第４号　健全な国民健康保険制度の構築を求める意見書（案）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（全員起立）

○議長（坪根秀介君）全会一致。よって、発議第４号　健全な国民健康保険制度の構築を求める意見書（案）は、原案を採択することに決しました。
―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１３、発議第５号　原子力発電からの脱却に関する意見書（案）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）これで討論を終わります。

　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案不採択であります。
　ここで改めてお諮りします。発議第５号　原子力発電からの脱却に関する意見書（案）について、採択をすることに賛成議員の起立を求めます。

（起立少数）

○議長（坪根秀介君）起立少数。よって、発議第５号　原子力発電からの脱却に関する意見書（案）は、原案を不採択とすることに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１４、議会運営委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から所掌事務のうち、会議規則第７５号の規定により、特定事件の調査事項について閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――

○議長（坪根秀介君）日程第１５、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から、所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）

○議長（坪根秀介君）御異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。

―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（坪根秀介君）これで、本日の日程はすべて終了しました。
　平成２３年第４回上毛町議会定例会を閉会します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１０時５４分
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